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マクロ均衡と期待

瀬地山 敏

I はじめに

均衡国民所得および雇用量の決定を説明するにあたって，ケインズが，消費

性向，資本の限界効率および流動性選評を重視したととは，よく知られている。

これらの基本的心理性向は，自己の行為を決定するさいに直面しなければなら

ない将来の不確実性にかんして，経済主体が事前に行う一定の予想あるいは期

待を背景に，形成されるものである。したがって，マクロ経済学の，従来の経

済学と異なる，ひとつの特色を，それが期待という要因を経済分析に導入した

点にもとめることはs 自然であり，また正しい。 r一般理論」のいたるところ

で，このように 3 経済主体の予想あるいは期待の果す役割が強調されている事

実に照してみるとき，ポスト・ケインジアンによるその後の研究は，不確実性

を組入れた真に動学的な分析ではなく，確実性と完全な情報を前提とする静学

的なマクロ均衡分析にほかならないという批判"は， ケインズとポスト・ケイ

ンジアンの分析の差異にかんする率直な意見の表われとみることが Eきるであ

ろう。

不確実性の取扱いあるいは期待の要因が，ケインズの理論のひとつの特色で

あるとしても，理論の体系に占める期待要因の位置は，その理論の本来的な意

図を考慮して，確定する必要がある。グリーゲル (4)はこりような視点から，

不確実性に対するケインズの接近を検討して，先に述べたようなポスト・ケイ

ンジァンに対する批判の正しさに，疑問を投じている。クリーゲルの結論は要

約すれば，次の三点である。 (1) ケインズは失業を，期待と現実のくいちがい

1) このような批判については，たとえばプラウン[1 Jを参照されたい。



2 (216) 第 119巻第4.5号

によって発生する不均衡とは見ずに，有効需要によって決定される均衡状態で

あると考えた。 (2) 有効需要の原理を強調するために，期待要因にかんしてケ

インXは次のように想定した。短期期待は現実の結果にしたがい変更されるが.

それにもかかわらず長期期待は 定の状態にある。このように，確実な未来や

完全な情報を前提とす呂のではな<，基本的心理性向の主要な決定因である長

期期待の状態を一定とすることによって，期待の変化がひきおこす撹舌L的効果

を「封じ込む」という方法が["一般理論」におけるケインズの不確実性に対

する基本的な方法であミ♂。 (3) そしてポスト・ケイ γ ジァンの理論は，期待

にかんしてケインズと同様の方法をとりながら，有効需要の原理を，資本蓄積，

所得分配などの問題に拡張して適用する試みとみることができるへ

ケインズやポスト・ケインジァンの分析の力点はこのように，有効需要の原

理とその動学的文脈における展開におかれてきたのであるが， クリーゲノレも認

めているように，いちど封じ込んだ期待要因を解き放つことによって，マクロ

的均衡がどのように変位するか， という問題はいぜんとして重要である。事実

ケインズも「一般理論]のいくつかの部分で，期待の変化にもとづ〈均衡の変

位に言及している。

ところで均衡の変位が論じられるばあい，変位の原因を一般に総需要関数の

シフトにもとめるのがつねであった。とくに期待の変化と関連させられるばあ

い，総需要の構成要因のなかでも，投資関数のシフトに関心が集中してきた。

期待の変化が総需要のシフトをひきおこすとし寸認識自体は誤まりではなし、。

しかし期待の変化は，総需要関数だけではなく，総供給関数のシフトをひきお

こす可能性を考慮に入れるとき，従来の分析はその点で，期待の変化がひきお

こす影響のひろがりを，十分に確定しているといえない。小論の目的は，純粋

2) ケイ γ ズは1037:年の講義ノ トで，有効需要白役割をきらに強調するために，長期期待を 定
と想定するだけでなし短期期待もつねに実現されるというそテ'ルを示唆してし唱。クリーゲノレ
はιり七テノレを静学的 Cstatic)均衝七デルと呼び， r一般理論」における上述のような不碓実性
の処理法を静態的 (stat旧 nary)均衡モテツレと呼んでいる。 クリーグノレ[4J。

3) r静穏J(tranq旧 lity)の条件のもとに，資本蓄積，所得分配などの動学的問題を分析したJ・
ロピソゾンの業績が，こ白ひとつの典型であることは，容易に理解できょう。
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に技術的な情報の集約とみなされている総供給関数と期待との関係をあきらか

にすること，さらに，期待の時間的ホライソンをヨリ明確にすることによって，

総需要関数と総供給関数が連動してシフトする可能性がある ζ と，のふたつの

点を論証するところにある。これらの論点は，以下に述べるように，企業者の

将来に対する予想を反映している使用者費用 (usercost)の存在と不可分であ

る。言葉をかえていえば，マグロ均衡の変位を分析するさい.総需要の側にD

み関心が限定されてきたのは，総供給0)構成要因である使用者費用の軽視と関

係がある， とみなすよとができるであろう。

11 使用者費用の定式化

企業者による今期の生産計画は，将来の生産計岡と同時にかっ整合的に決定

きれなければならたい。設備プラントや特定の原材料は必要なときに必要なだ

け購入できるとは限らないのであるから，このような固定資源を今期の生産に

投入することは，当然将来の生産規模に影響を与える。したがって企業者は，

今期 (t=O)から将来のある特定の時期 (t=心にいたる諸財の投入・産出を，

一括して最適に決定する必要に迫られるヘ

いま企業の生産活動に n種類の財が関係し，異時点の同種の財を異なった財

とみなすならば，企業は，合計 nCν十1)個の財 xie(i=l，2，. ••••• n; t=O， 1，... 

.."ν〕のあいだの投入・産出を，最適に決定しなければならない。簡単化のた

めに第 1財のみを産出とし，産出であることを示すために，その数量は正であ

るとする。すなわち Xlu，Xlb ， Xlν>U。第 2財から第n財までは等しく投

入要素で，その数量は負の値をとるものとする。すなわち，Xjtく0(;=2，3， 

， n; t=O， 1， •••••• ，ν〕。乙のうち第 n財をりぞき 3 他の投入要素はすべて経

常的に購入可能な財であるとしよう。つまり第 n財のみが企業の生産活動にお

ける固定資源である。企業の生産技術に関する知識は，次のような， n(ν+1) 

4) 特定の時期 (t=ν〉とは，企業の所有する固定資源が，産量常的に購入可能となるいちばん近い
将来の時車の ζ とである。 ζ の:ljf.~については， IVであきらかになるであろう。
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個の財のあいだの変換関係に集約されている。

(1) f(XI0' ......， $，，0; Xlh Xnl ; Xlo' •..... ， x，，~) =日

n(ν+1)個の財の集合に対応して，同じ個数より成る正の価格の集合がある。

すなわちか，>0(i=1， 2， ，ni t=O， 1， 2，......， ν〉。今期に投入・産出さ

れ畠財の価格は，厳密にいえば，それらの財が購入，販売される時点での期待

価格にほかならないが，いままでの価格状況が支配するとみなして，これらの

価格は現実の市場価格に等しいものと考えることにする。しかし来期以降 ν期

までの財の価格は，企業者がそれぞれの将来時点に向けて形成する期待にもと

づくものであり，その不確実性は現在を遠ぎかるほど増Lてゆく。履適な生産

計画とは，価格にかんするこのような期待。もとで，将来にわたる子想利潤の

現在価値を極大にするような計画のことである。すなわち，

ね IIニ写(手β，p"x，，)

を，技術的制約(1)のもとで極大にするような，生産計画が選ばれる。ここに(3，

を，t期の 1円の現在価値とすれば，2:βtpitXi，は，t期の利潤の現在価値を表

わす"。

変換関数(1)が，よく知られている安定条件をみたし℃いるとすれば，

。f
p"乱百云 i，j=l， 2， .. ._，.， n 

(3) ';'τ=一 万了
pjs{:Js 'dj r， s=O， 1， ー， ν

X;.< 

を満足する投入・産出の組合せが最適な生産計画になる。したがって， (3)より

あきらかなように，今期の生産計画も，将来の生産計画がそうであるように，

将来の価格にかんする期待に依存している。

同じ事実を今期の生産価格の側面から考えてみる。均衡において，今期の産

5) 将来財田価格だけでな<.s.も企業者の将来にかんする期待を反映している。しかしここでは
経済全体に均等な割引率が成立している，と恒定する。この仮定をとれば，企業が内部資金市場
をもつために生じる資金市場の不完全性を無祖することになるが，総供給関散も期待に位存する
という結論の吾当時は，い勺そう補強されることになる"
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出を 1単位ふやすと，それに対応して今期の投入の変化だけでなく，将来財の

投入・産出にも量的な盆化が生れる。すなわち(1)より，

五去向。+£向十 +£fkm=0 

これに最適生産計画の条件(3)を代入して整理すると，

PlO=sO(企，.仇ιー .-p.o全斗+・…、……J

+ß'(-Pli宏7-Pπ会~)十

十品(-p"会; ← p.，含~)
β。二1，IIt三日，"L，pιtXU とすれば，

住 Pl0=(ω宏? μ宏~)十

+( 芸;)+・十(-~;:，;) 
あるいは，

μy 宏=(去;)十 十(ーま~)
が成立する。

均衡において，今期の産出物の価格は，その生産に直接投入される財に対応

する限界費用だけでな<.今期の産出を 1単位増加することによって失う将来

利潤を償わなければならない。住)はこのことを示している。あるいは最適生産

計画のもとで，今期の産出 1単位の増加による「現在利潤J"' の増加は，今期

の産出増加にもとづく将来利潤の犠牲に等しいことが， (4)'より読みとれる。

すべての投入財が経常的に購入可能で，かっ持越費用が禁止的に高いと仮定す

れば，今期の産山量の変化が，将来利潤の変化をひきおこすことはなし、。今期

6) I現在利閏JIlo 0)定義はケインズ申刺闇の定義と異なっている。 ケインズは，すくに述べる

ように，費用のなかに， E呂2ρかh‘叩0山Z

またこのことが，ケインスの世用者費用概意の重要な特徴である。
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の産出量の変化と将来利潤の変化がリンクするのは，固定資源である第n財の，

今期から ν期までの用役提供量が所与であるために，その総用役量を各期の生

産に配分しなければならなし、からである。したがって今期の産出増にもとづく

将来利潤の逸失を，第 n財りタームで解釈することは自然であろう。

ところで今期の第n財の価格は p.oであるが，これは第 n財の取得時におけ

る用役1単位あたりの価格である。しかし，第η 財の総用役畳の一部を今期の

生産に投入するために生じる将来利潤の犠牲を考慮に入れると，第n財の価格

を取得時のそれで評価することは，固定資源の価値の過少評価になる。今期の

産出の l単位増加によって発生する，第n財にかんすあ真の費用は，単併用役

価格をあoでは在く，次式で決まる新しい価格 P"o'とすることによって， 正

しく評価される。

(5) ム0'宏子 μ宏ア(-Z7)+ +(一宮~)
あるいは，

dll， • dllν 

(5)' p，.，'=ι。+ラさ上+ ・+::;::一
“凶(...，，0 “ん.0

いま x却を労働の投入量とし， 労働のみが要素費用 Cfactor cost)を構成す

るとすれば x"を生産するのに要する使用者費用 U は， 第 n財を新しい価

格 E評価する ζ とにより l 次式白ようになる。

(6) -U= r. P;ox;o+p.o'x.o 

「一般理論」の第6章でケイ yスーは，使用者費用を，今期の産出のために犠

牲になった資本設備，原材料の価値の大きさであると考え，期首に所有してい

た資源の価値と今期に購入する資源の価値を加えたものから，期末の資源の価

値と期首の資源を維持・改良するに要した費用との和を，控除した値であると

定義している。これはいわば会計上の定義であるから，使用者費用が生産計画

との関連でどのように決定されるのか，不明である。同じ章の「使用者費用に
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かんする補遺」のなかで，ケインズは使用者費用の決定について，次のように

述べている。

「使用者費用は現在と未来を連結する環のひとつである。というのは，企

業者が生産規模を決定するにあたって，資本設備をいま使いきってしまう

か，あるいはそれを保存して，のちに使用するか，の選択を行わねばなら

ないからである。使用者費用の大きさを決定するのは， (設備を〕現在使

用することによって生じると期待される将来利潤の犠牲であり，この犠牲

の限界的大きさは，限界要素費用ならびに限界売上金額とともに，生産規

模を決定する。J(ケインズ C3) pp. 69-70，邦訳81-2ベージ〉

(めで与えた使用者費用は，ケインズのこのような規定を， ヨリ明確に定式化

したものである引。

III 総供給関数とそのシフト

現在および将来財の価格を所与とすれば，諸財の投入・産出量は，前節の均

衡条件(3)を満足するように，決定される。こうして決定され畠最適投入・産出

量と所与の価格のもとで，総供給は売上金額から使用者費用を控除した大きさ

であると定義されている。すなわち，

(7) Z=P10X，，- U  

このばあい Zは諸価格の関数である。ところで今期の産出価格 PlOりかわりに，

今期の雇用量 x"を独立変数に加えると， (7)の総供給を，今期の雇用量主諸価

格 (PlO をのぞく〉の関数左みなすこ kがで雪る。 ケインズにならって，これ

を総供給関数と呼ぶことに Lょう。

まずはじめに総供給関数の形状を検討する"。今期の最適産出量のもとでE

わ なおこのような定式化については，さbに，ヒツクス[2 J (p. 198，邦訳287ヘ グ〕を参照
さオaこい。

8) 総供給関教の7惨状については，マ ティ等のよ〈知られた研究があるが，いずれも，使用者費
用を捨象した純生産物の生産関数をもちいていることに注意されたい@マーティ [5J。
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。利潤が成立していなければならない。このことは， (4)の右辺で与えられる限

界費用，すなわち限界要素費用と限界使用者費用の和が，平均費用

P20子4EhぞLι。子主
~W 戸 司 ル 10 ・~10

より大きくなければならないことを意味する。産出量が 1単位増加するとき，

他のすべての投入財の投入も増加すると考えてよいから，一般に

dユ~ (}X;n ~ X;n 
弓~<長こ.!y-< ~.u くo
axlO OXlO XI0 

が成立して，限界費用が平均費用より大である ζ とが保証される。いま総費用

を C，問費用を子限界費用を C で表わす。産出量の増加によってひき
~10 

おこされる総収入 C'XlOの変化と総費用 Cの変化を比較すると，前者は後者

より大である。なぜならば，

dJ(ω=C'十C勺

において，変換関数の安定条件より C">Oであるからである。 さらに総収入

および総費用をそれぞれ 2回徴分して，限界収入の変化と限界費用の変化を比

較してみる。

.<2 

7子τCC'xlo)=2C"十C川 X'0
<'v"<'-lO 

において C'"ミ0と仮定することは事実に反しないと考えてよいから， 限界

収入の変化は限界費用の変化より大きい， と結論できるであろう。

産出量の増加がひきおこす総収入の変化と総費用の変化とのあいだに，この

ようなふたつの規則的関係を認める ζ とができる。ところで今期の雇用の増加

は，一般に，今期の産出量の増加を導〈と考えられるから，雇用の変化がひき

おこす総収入の変化と総費用の変化とのあいだにも，同じ規則的関係が成立す

る。

第 1の関係より，

一品~( -P20X20-~~:P宮内ームo'x"o)く一￡JU10Z10〉
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両辺に百三;(P10Z10〕一£〔山〕を加えて整理すれば，

。Z _ 0 
百五-<. 百五7(pmZ20〉=-F田くO

すなわち今期の雇用増にともない，総供給は増加する(投入量は負の値を与え

られていることに注意〉。

また第 2の関係より

£F(-PMm-Zp，山 P叫'Xno)く£FM山 〕

が成すするが，これよりただちに，

02Z 
百。一>0
a~つ20“

が得られる。こうして総供給関数は，今期の雇用量をヨコ軸にとるとき，原点

にむかつて凸の形状をしていることが確認された。

先に指摘したふたつの規則的関係から，腔出量あるいは雇用量り変化にとも

なう価格変動についても，次りような事が理解できる。今期の産山価格は，限

界費用が逓増しているから，産山あるいは雇用が増加するにつれて上昇する。

価格は限界費用に等しく決定されるから，この関係は自明である。さてこのと

き固定資源の評価価格はどのように変動するだろうか。規則的関係が示すよう

に，産出量の増加に対L-.今期の利潤の増加はi厩増的である。ここに今期の利

潤というのは，総収入から将来利潤の犠牲をも考慮に入れた使用者費用と要素

費用をヲ|いた残りである。この今期の利潤が逓増的であるから，前節で定義し

た「現在利潤J

lIo三 EF601

-J'TTー

は，今期の利j聞にくらべて，ヨリ逓増的である。すなわち， 77tt〉O， ある
"".....10 。(d万一¥

いはすで(与さム)く0。 ζ のことは，利潤が極大になっている均衡状態におい

…一て. I現在利潤」の変化は将来利潤の犠牲と均等である， という (4)'の関係から
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将来利潤の犠牲が

十全旦・ーι(d互L
dユnodzlo¥dX1C

告

和

十

十

d (dXlO¥ 
いままで述べてきた酷から，瓦 ~d;討をのぞく他のすべての因子は負で

ある。これに対L. 産出量の増加にともない，産出 1単位あたりに要する固定

d (dX，n¥ 
資源の量はヨり大きくなる，と一般には考えてよいから，瓦ほ号jは正で

ある。したがって産出量の変化につれて，固定資源の詐{曲価格がどういう万向

に変化するか，は上の式の第 1項と第2項目大きさに依存する。変換関数の形

をヨリ具体的1:C特定しないかぎり，変化の方向を判定することは困難である。し

かし，機械設備，プラントなどの固定資源。ばあい，その生産用役の必要量は単

d (dX，r¥ 
付産出量あたりほとんど 定であると考えることができるから，五瓦仇引

は Oである， と見なしても差支えないであろう。そのとき， d担boである。
U~叩

したがって，産出量あるいは雇用量が増加するにつれー亡，固定資源の評価価格

も上昇する可能性は大きい。

総供給関数はこのように，将来に対する企業者の期待を反映する使用者費用

を，ひとつの構成要因としている。そのため，期待が変化することによって，

総供給関数に一定のシフトが生じるもの正予想されるであろう。次に，期待の

変化にともなう総供給関数の γ フトの問題を考察しよう。将来に対する期待の

変化は，一般に，きわめて多様なパターンをとることができる。以下ではその

パターンを特定して分析する。

いますべての将来財をひとつの群とみなし， その予想価格 F山・ ， Pnl; 

ptリ ・.P"ν が!同 の割合で変化するという形をとって，期待の状

態の変化が表れると仮定する。将来財の群 IFの予想価格が同じ割合で変化す

るとき，その変化は残りの財の群，すなわち現在財の群 Ipの投入・産出に次



のような影響を与える。

51PJ22 
P官
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ヒックスの規目IJ9)よりその影響は負である。つまり ，X';;三 f)圭L とすれば，
f)p， 

4 ~ p，p;X'，，>oで，将来財の群と現在財の群の聞には，全体として 1技 術
".lF J，-'-p 
的代替」の関係が存在する。したがって，このような期待の変化のために，

「現在利潤」は減少する。このことは上の式を書きかえれば，ただちにあきら

かである。すなわち，

(8) 五P吟)くO

期待の状態を E という記号で表わせば， 将来財の群の価格の比例的上昇は，

JEである。 これに対応して，総供給関数の位置に次のような変化がおこる。

ことわるまでもなく，総供給関数の他の独立変数である雇用 X20および投入財

として利用される現在財の価格 P20，

ある。

， p"o.f土，期待が変化しても，一定で

喜三当phjを(ZFozo)+空管止
8Xno f)p， n f)p'..r 

の右辺は， P1ojZOl 53pJ皆 +p'，"ViE子と zm f十 Z叫背L の和であ

る。前者を，期待の変化がひきおこす数量効果，後者をその価格効果と呼ぼう。
免伊 免m

一 般に外o2P"o，固定資源の定義より五ぜ=ぜ<0であるから， (8)土

p， 

り数量効果は負の値をとる。価格効果の方向を確定するために，まず，期待の

変化にともなう産出価格の変化を検討してみる。 (4)の両辺をEで偏微分すると，

(9) 警官=[
9) ヒックス (2)pp. 321-2 (抗杭数学附鋸-25-6ページ〕
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a (~d庁 \1
+l-aE¥2:;示す)J

右辺の第 1項は，期待の変化によってもたらされる今期の直接的な限界投入費

用の変化を示L，第2項は同じ変化によってひきおこされる(今期産出の 1単

位増にもとづく〕将来利潤の犠牲の変化を示す。 したがって， 利潤の犠牲の

増加が，限界投入費用の減少にくらべて， ヨリ大きいとき，警官は正，逆の

ばあいは負である。

次に固定資源の価格の変化を考えてみよう。固定資源にかんする限界費用は

(5)で与えられているが，この両辺を Eで偏微分して整理すると，

a1凡o.dx"o._ a (" dlI¥ a (dx"o¥ 
← τIi-. dx;~ 百 lzztj+〔pF叫仰〕百出瓦j

将来財の価格ト昇のため，現在の産州増による将来利潤の限界犠牲は増加する

。("dlI t ¥ /' n .... J._ a (dx，，-o¥ 
から， EElzzすjく0。また百E¥京U20，pF匁0かえO であるから， fc 

Å~ ~，J 

式の右辺は正である。弓守主くOより， したがョて，竺事占旦>0。すなわも， 回
“~10υAム

定資源の価値評価は，将来財の期待価格が比例的に上昇するとき， 雪リ高〈な

る。

期待変化による今期の産出物の価格は，固定資源のばあいと異なり，正また

は負のいずれの方向にも変化しうる。ところで価格効果は，これらの財の価格

変化を産出量と投入量で加重したものであるから，価格効果の方向を確定でき

8PIO....-fI ......J""~ ， """""...，.，."，，""7 るのは， Bt42玉0 のばあいのみである。~のとき価格効果は負である。しかし

詮>0のばあいでも 先に産出および雇用の変化にともなう固定資源の価格

の動きを検討するさい仮定したように，固定資源の用役使用量が産出量 1単位

あたりほぼ一定であるとすれば，価格効果は負であることを，次のようにして

証明できる。

固定資源の価格 ι。'の定義に注目して(めをかきかえると，

等音 a(生"-i a( d-;.-10 

= -PzO"-"-会ι-t"-10-'詰ιム
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右辺は最終項事会をのぞき仰い由ある。最終項は

先に検討したとおりEであるのしたがって

~~+~!:;.，o.~ん0 くO
fJE '-fJE. dXIO 

ここで先に仮定したように，主止士手立とすれば，
&るみ10 必 10

XI0~i:.O -1 X~O f:}t~o くOoiiE 禽oflE 

現実の生産過程，とくに大企業における生産は，収穫不変のもとで行われて

いることが，いくつかの実証研究で明らかになっている。いまこ白事実から，

投入・産出の結合比率が一定である， と想定しよう。 すな わちます 定

。(宇叫
(i~2， ー ， n)。期待が変化しても，投入慨は不変で;1:， iSi" t" _¥者ι
=0 (i~2， ，η〉。したがって，

空色ι 旦ι9'----.A主... 
fJE - fJE dXl0 

このように収穫不変のケースでは，産出物の価格の変化は固定資源の価格の変
~い h

化に正比例する。苦去はEであるから，苦苦もまた正である。しかしこの

ケースでは，両財の価格変化は相殺されて，価格効果は Oである。

いままでの検討を要約すれば，総供給関数のシフトにかんして，次のような

結論を得る。価格効果は非正である，と考えるのが事実に即しており，かっ，

数量効果はつねに負であるから，将来財の価格がすべて比例的にJ二昇するとき，

総供給関数は下の方向にシフトする。また，同じ期待の変化のもとで，固定資

源の評価価格は，将来利潤の犠牲が増加するために，かならずヨリ大きくなる。

固定比率のケ一月でほ，固定資源の評価価格が上昇すると，それを通じて産出

物の価格もかならず上昇する。そうでないケースでも，固定資源の評価が十分
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に大きくなれば，産出物の価格は上昇する。産出物の価格が上昇するときはつ

ねに，固定資源の価値が以前より大きく再評価されるばあいである101。

IV 期待のホライゾン

第I!， III節で， ν という特定の時期を， r企業の所有する固定資源が経常的

に購入可能となるいちばん近い将来の時点J(p. 3脚注参照〕と定義した。期

待のホヲイゾ Y のなかで!この期聞のもヮ経済的豆、味は何であろうか。

企業は怠思決定を行うにあたって 2種類の期待を形成する， と考えられて

いる。ひとつは，生産を完了した時点での製品の価格，産出量あるいはその生

産費などにかんする期待で，短期期待と噂ばれる。短期期待は日々の産出量を

決定するにあたって重要な期待である。これに対し.もうひとつの期待は長期

期待で，企業が資本設備を購入あるいは製造するばあいに得られる将来収益に

かんする期待を意味する'"。

短期期待とそれにもとづく産出量の決定について，少し立入って検討してみ

よう。計画の時点で企業者は，製品を販売する将来の時点での製品価格とその

時点までに投入しなければならない投入財の価格について，一定の予想を形成

する。この予想価格にしたがい，企業者は，利i聞を極大にするような投入・産

10) いままで，経済にはただひとつの企業だけしか存在しないかのように考えて，総性暗合関散を取
り扱ってきた。このような取り扱いは，次のような手続きに拠っている a 個別企業あるいは産業
における通常D供給出競りかわりに， (7)の形の総供給由線を導く。いまそれを Z'とする。。ほ
企業(産業〉を指定し，経済における企業(産業〕の総数を θとすれば，。は lから θまでの
値をとる， Z'は， 問題の企業〔産業)における雇用量 272Jと期待価格 p，，'(ただし今期の産出

物白価格を白ぞのを独立変数とする売上金額を示している。経済全体に同ーの期待が支配する
と恒定すれば Z'を企業(産業〉全体にわたって集計すると，Xzo = L;X2o'とれを独立変数と

する[7)の総酔給関数 ZニL:Z'が得られる。 期待にかんする仮定と全体D雇用量と個別の雇用量

とりあいだにまずミot.c~酬が成立すれば 集計的措陥醐は，個目峨(産業〕昭

総供枯関数の動きそヒ代表し Cいるよとになる。ゐ劫需要の変化が，需要構品自はげしい変化をと

枕号ぱあい. ~.:f.，惜(産業3 では，与ιぐO となる可能性があるー このとき(川町総供給閣
υ~'" 

教は「代表性」を失なう。しかし短期のばあい，このような産業構造の変化を無視してもよいか
ら，総f!¥*古関数は近由民的に経済全体の生産D動きを反映してし、るものと考えることができる。

11) ケインズ [3)pp. 46-7 (邦訳47ベージλ
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出の組合せを選択する。総供給関数のタームでいいかえると，総供給は，一定

の予想価格にしたがL、最適に選択された労働投入の採算性を保証する，最低の

「売上金額J(proceeds)の予想値である山。同じ予想価格のもとで企業者が受

取ると期待する「売上金額」が，総供給より小さいとき，生産計画は実施され

ない。前者が後者より小さくないとき，生産計画は実施に移きれる。 II，III節

で「今期」の投入・産出量および価格と呼んだ品。，X20， x"o; PIO， P20， 

， pn-lO は，いずれも， 企業者が形成する「短期」の予怨値である〈固定

資源の価格 p"oは，資源を取得した過去の時点か，あるいは期首における，用

役目価格亡ある〉。

短期期待はこのように，日々の産山量を決定するにあたって，重要な役割を

もつが，すでに明らかとなったとおり，産出量の決定には，生産計画の実施・

完了の時点をこえる将来の時点での，投入・産出台よび諸価格の手想値もまた

一定の役割をはたしている。 t=1から νにいたる期間のとれらの予想値は，

使用者費用とくに固定資源の価値評価を通じて，産出量の決定にあずかってい

るからである。長期期待は投資の将来収益に対する企業者の予想、である。投資

は企業の所有する固定資源の増加であるから，その予想収益の流れは， ν の定

義からあきらかなとおり t=ν+1期以降にはじまる。この予想収益の流れの

現在価値で定義される「投資の価値」が， r投資費用」と等しくなるように，

投資は決定される。すなわち

T 

M 1~玉ι lI~. IIIニ OtEFμX，t

ここで Tは新設備が稼動を続けると予想される最終の時点を示す。 X;I はとの

新設備の導入に土勺て可能止なった新しい坐産関数に規定されるのこのように

考えて〈ると， t=1から νにし、たる期間について形成される期待は， 短期期

待と長期期待の中間にあって，なお両者から独立した経済的意味を持つことが

12) 総附台関数および総需要関数の定義については，ケインズ[3 J pp. 24-5明日訳29ベーのを
量参照されたい。 r売上金額」とは，通常白販売高から使用者費用を控除した金額であるロ
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わかる。したがってこの期間に対する期待を中期期待と定義すれば，期待のホ

ライゾ yは短期，中期および長期に区分することができる。

これら三つの期待は，時間的にも，相互の依存関係の点でも，明確に分離さ

れた形で存在するのではなし、。時間的にみれば，たとえば短期期待の末端は，

隣接する中期期待の先端に重なわ合うという具合に，各ホライゾンは連鎖をな

している。 方依存関係には二つの形態がある。ひとつは ζ の連鎖をとおして

相隣接する期待が依存するばあいであり， もうひとつは，短期の期待形成が一

定の長期期待を前提にするように，連鎖をとびこえて依存するばあいであるu

いずれのばあいに i.現実的に重要な依存の方向は，現存から将来に向い，そ

の逆ではない。すなわも，短期期待は中期および長期期待に依存しているのに

対L.，中期および長期期待は，短期期待に依存しないで形成きれる。

期待のホライゾンにかんするこのような理解をもとに，長期期待が企業者に

とって有利に変化するばあいのマグロ均衡の変位について，簡単に述べておこ

う。長期の予想収益あるいは長期の投入・産出の価格が，企業者に有利に変化

すると予想されるとき.Mより投資支出は増加する，と予想、される。これは，

今期の「売上金額Jが，従来の予想より増加することを意味するから，企業者

は今期の産出物の価格予想を改訂するだろう。この予想価格の上昇にともない，

企業者は総供給関数にそって，雇用量あるいは産出量を調整する。

長期期待の変化にともなうマクロ均衡り変{止を，総需要関数りシプトのみに

よって説明する通常の方法は，このような企業者の調整に注目しているわけで

ある。しかし長期期待の変化がひきおこす影響はこれだけにとど土らない。ぞ

れは，総供給関数のパラメータである，将来財の価格にかんする予想ならびに

今期の投入財の価格にかんする予想の変更をひきおこして，総供給関数の位置

そのものをシフトきせるような企業者の調整を牛み出す。まず将来財の価格予

想の変更について。ここに将来財というのは，先に定義した中期期待のホライ

ゾンの内部で投入・産出される財であるが，長期期待の変更は，中期のホライ

ゾンの末端部分の期待の変更を導くことによって，すくなくとも一部の将来財
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にかんする価格予想を変化させる。したがって企業者に有利な方向への長期期

待の変化は，同じ〈有剰な方向への中期期待の変化をうながし，中期の予想、利

潤は増加する。 この中期期待の変化は，すでに第 III節で述べたとおり，総供

給関数を下方にシフトさせるような企業者の投入・産出にかんする調整士生み

だす。長期期待の変化にもとづく有効需要のよ曽加が大きければ，今期の予想、産

出量およびその予想価格の上昇だけでなく，今期の投入財の予想、価格も必然的

に上昇する， と考えなければならない。総供給関数の，のこりりハラメータで

ある，この短期期待の変更も，次に述べるように，総供給関数を下方にシフト

させるυ

今期の投入財の予想価格がすべて上昇した左仮定する。変化前の投入財の価

格予想を E とすれば，AE!だけ予想が変化することによって，各投入財の需

要量はともに減少し.したがって産出量も減少する。変換関数の安定条件より，

産出量が増加するとき，総収入の増加は総費用の増加より大きくなることが，

すでに第 III節であきらかである。 この規則的関係から，問題の期待の変化は

今期の利潤を減少させる。すなわち，

造(か0210+PM20+bT内'，.，oXno)<0 

独立変数 X20，土一定である。またその価格 F回は， ケインズにしたがっ亡一

定とすれば，

品(PlOX10+ ~l P内 十P'"OXno)くO

こうして，今期投入財の予想、何格が上昇すると，総供給関数は下方に γ フトす

"0 
長期期待の変化は，総需要関数のシフトと同時に，総供給関係のパラメータ

を構成する中期および短期期待の変化主誘発することによって，いわば相乗的

に，均衡産出量あるいは雇用量の変位をひきおこす。これまで得た結論を要約

すれば，次のとおりである。
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V 結び

期待パタ ンの特定の変化を前提とはしたが，小論で課題としたふたつの論

点はほぼ論証された，と見てよいであろう。分析の重点は，長期期待の変化に

もとづく，総供給関数のパラメータの変化である。後者はいずれも，使用者費

用の構成因であるから，以上の分析は，長期期待の変化と使用者費用の関係を

解明するひとつの試みでもある。

使用者費用の経済的意味については， もっと立入った考察を必要とする問題

がある。ロビンソン=イートウェルは，設備の過少利用のもとでなお粗利潤7

ージンが正である， という 30年代の事実を説明するのに，ケインズり使用者費

用は，スラップァ=ハロッド=ロピ γ ソY等による不完全競争論とは異なった

論拠を提示した，と解釈している則。彼等の解釈は要するところ，正の将来利

潤が予想されるとき， 固定資源の評価価格 p'"oは取得時点の価格ぁ。より大

きくなるが.この評価価格を含む主要費用を償うように，価格が決定きれると

とによって，正の組利潤マージンが発生する， ということに帰着するであろう。

使用者費用については，さらに興味深い論点がある。きいごにこの論点の所

13) ロビンソン二イートウェル [6Jp. 173， 
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在を指摘して，稿を閉じることにする。第II節で定式化したとお 0，今期の産

出価格は，将来利潤を含む予想、利潤を極大化ずるように，決定される。すなわ

ち予想利潤に適合するような価格決定である。このとき価格は，通常の限界主

要費用(-，t，p;。告)のほかL 将来利潤の犠牲(一主悲)を含むよう

に決定されなければならない。 逆にいえばs 限界組利潤マージン(一μ宏?
vdFIs¥ 

-L;ヲプー lを含む価格決定を各期ごとに反復することによって， 固定資源に
円山wノ

要した初期の投下費用を回収するだけではなく，予想した利潤を得ることが可

能になる。いま投入係数を一定とすれば，

~ dπlπ-
51五i事。主主

は，主要費用に対する利潤マージンの比率，すなわちマーク・アップ比率を与

える。このように考えるならば，使用者費用を導入したケインズの短期供給価

格は，フノレ・寸スト方式と本質的に共通する性質をもっている。
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